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（２）光課題 

 
図 2 を参考にして、支給された作業板（表面）上において、以下の光ケーブルの配線施工に関する

作業を行いなさい。ただし、作業手順は実際の施工手順を考慮して作業を行うこと。 
(a) 露出配線用用品及び心線収納トレイを作業板（表面）上の適切な位置に配置する。 
(b) 光インドアケーブル A 及び B を心線収納トレイ A へ導入する。 
(c) 光インドアケーブル A と光インドアケーブル B を心線収納トレイ A 内で融着接続（2 心）し、

余長を収納する。このとき、光接続箱に収納する光インドアケーブル A 及び B の合計口出し長

は 1m 以上とすること。また、光ファイバ心線をねじれなく収納するとともに、心線の曲げ半径

は 30mm 以上とすること。 
(d) 心線収納トレイ A、B 間を、露出配線用用品を用いて配線する。 
(e) 光インドアケーブル B の他端を 1m 以上口出しして、指定された線番 1 心に現場組立型 SC コネ

クタを 1 個取り付けること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 光ケーブル配線施工作業 
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